
 JobTimeレコーダーソフト   在来式タイムレコーダーを各社員のパソコンに代えるソフト 

従来の機械式タイムレコーダでは出社時刻＝入社時刻でしたが、自席のパソコンから打刻することで出社時刻＝パソコン稼動

開始＝勤務準備完了時刻、退社時刻＝パソコン稼動終了＝勤務完了時刻として、正確な作業時間が計算できます 
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 AttendanceChartMakerソフト   JTレコーダーのデータから詳細な勤怠表を作成、給与も計算 

このソフトで毎月自動算出される内容：（月給社員用と時給社員用があります） 

1.各社員ごとに毎日の出社/退社時刻･中座時間 2.基準内/外･割増勤務時間 3.皆勤手当ての有無 
4.有給休暇/代休の発生･消化･残余（勤務規定準拠） 5.賞与/昇給参照用の勤怠率 
 
打刻の欠落、疑問点も自動的に指摘し、この表に表記されているすべてのデータを自動算出するこのソフトの採用にり、専従者の手

間が驚異的に短縮されるだけではなく、社員の会社に対する信頼度も大きく高揚されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 JobEfficiencyEstimationソフト   各社員の作業日報にもとづき、作業効率や原価率を算出する画期的なソフト 

各社員がパソコンで入力した作業日報をもとにデータ収集するこのソフトで可能なこと： 

1..各社員（外注先含む）ごとの日次、月次の作業効率を表示 
各社員はパスワードで、各自の物件別や月次の作業効率表を随時閲覧でき、作業効率が自分の給与に見合ったものかが分かります。 

2..原価管理に欠かせない、各・取引先別とその物件別の直接人件費＝原価率を一目瞭然に表示、 

作業日報：各社員が１日の作業内容をパソコンで入力したものを管理者が収集集計 
（作業内容を実際の製図時間と指示/協議時間に分けて入力する日報台帳ソフトのデータ使用） 

作業効率：作図１枚当りや各物件別の各社員の時間当りの

直接人件費 

直接人件費：各社員の（年間支給給与＋社保等会社負担

分＋交通費）÷年間総労働時間（社員名簿ソフトのデータ

使用） 
 
 

各日報の記入漏れ・タイムレコーダの打刻漏れの自動検出が可
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